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Happy　Smile
はっぴー　すまいる

②複数の職場が連携した活動

③テーマに合わせて形成したチーム活動

④組織全体で取り組んだ活動

武山裕美子

取り組種別 施策実行型

菊池美咲（看護師）

太田耕造

津田純 作業療法士

小野寺泰弘 作業療法士

髙橋奈穂子 介護福祉士

看護師

看護師佐藤和

津田佳代 理学療法士

介護福祉士

介護福祉士

勝又貴夫

平塚由美

佐藤寿恵

2023年8月後半～11月中旬

活動の場
※複数選択可

活動の種類
※複数選択可

歯止めと
標準化

改善指標の
対策実施

前後の変化

(ふりがな)

発表者（職種）

（指   標）KOMIケア「快」の項目が
（目標値）「笑い」の介入期間後に1つ以上向上する
　＊KOMIレーダーチャートの⑬快・不快　⑭気分・感情、 KOMIチャートの⑫変化を創り出す（認識面）　を
　　心地よさの「快」の項目と定め管理特性とした

①「笑い」の介入方法と効果について多職種で学習する
②ふだんのKOMIケアに「笑い」を追加する（1日2回、1回5分程度の「笑い」を患者とスタッフで2週間行う）
＊患者を6名選ぶ
＊「笑い」の介入時マスクを外すため、感染対策として換気を行い、フェースシールドを着用する
＊介入期間前後にKOMI3項目とバイタリティインデックスを計測、毎日の介入前後に脈を測定する

（実施前）「笑い」を加えたケアについてKOMIケア「快」の項目で変化を測定したことはない

（実施後）「笑い」の介入後、患者全員がKOMIケア「快」の項目が1つ以上向上した

①「笑い」の効果と方法についての学習－標準看護計画マニュアルと認知症ケアマニュアルに追加、勉強会
を年1回実施する、ラミネートした「笑い」の方法を病棟に常備する
②ふだんのKOMIケアに「笑い」を追加する－標準看護計画マニュアルに追加、看護計画立案の際に活用す
る、院内の発表会で共有する

阿部
あべ

 美穂
みほ

（看護師）石巻健育会病院

③患者サービス・患者満足度の向上をめざすもの

①診療部門

リーダー名
（職種）

回

活動期間
医師

医師

施設名

演題名 【愛情を持って親身な対応】におけるKOMIケア「快」の向上

チーム
メンバー
（職種）

改善しようとした
問題課題

実施した対策

改善の指標と
その目標値

「愛情を持って親身な対応」をキャッチフレーズに取り組んでいる中、コロナ5類移行後もマスク生活が続いて
いる。患者も職員もマスクでお互いの表情が見えない残念な現状をねらい所とした。
この問題を解決するため「笑い」に着目した。「笑顔に似た表情を作る」ことによって脳内のドーパミンは活性
化されるといわれているため、日々実践しているKOMIケアに「笑い」を加えることにした。

分類

(ふりがな)

チーム名

活動回数 4


